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発表　③

「JF日本語教育スタンダードに準拠した大学生
向けの教材開発の試み」

Ts.デルゲレフツェツェグ
Ts.オノン

P.エンフジャルガル
（モンゴル国立大学）
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配布資料の補足
＜発表内容＞

・　発表の目的、教材開発に至った経緯、教材の構成・内容・特徴、『できるモン』との比較、今後の課題

など。

＜発表目的＞

・　JFスタンダードに準拠した大学生向けの初級教材を開発にするに至った経緯やその内容を紹介する

こと。

＜JFスタンダード＞

・　現在はモンゴルでも理解が広がっており、2014年には多くの先生方の協力を得てモンゴル語に翻訳

もした。とはいえ、どこまで理解しているか、それをどのように実際の授業に結びつけるかは今でも

難しく、まだまだ勉強しなければならないと感じている。
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＜モンゴル国立大学（MUIS）の日本語教育カリキュラム＞

・　MUISはモンゴルで最初に、1975年から日本語教育を始めた大学。時代や改革の動きに合わせてカリ

キュラムも変わってきた。今後ももっと改善していかなければならない。

・　現在、日本語専攻コースは２つ（日本事情・日本文化コース、日本語翻訳コース）ある。毎年30名ずつ

新入生をとるが、次第に人数が減り、卒業時には15人程度になるのが最近の傾向。

・　MUISは2014年にカリキュラム改革があり、リベラルアーツの考え方が導入された。その結果、1年生の

ときは全員教養科目のみで日本語は勉強せず、2年生前期にコースを選択することになったため、

専門科目の勉強期間はわずか3年となった。また、教養科目が増え（30単位程度→45単位）、専門

科目である日本語は減った（90単位近く→60単位）。

・　これらは現在の学生の日本語能力に影響してきている。日本語能力がN2、N1に至る学生は少な

く、N3レベルが多い。

・　よって、どうすれば少ない授業時間の中で様々な内容を取り入れられるのか、私達の今後の課題とな

っている。このままではいい専門家が育たないと大学上層部に話もしており、またカリキュラムを変

えようという動きもある。

＜教材開発に至った経緯＞

・　現在、MUISでは教養科目（日本語Ⅰ、日本語Ⅱという2つで、各3単位（96時間）ずつ）としてだれでも

日本語を選択できる。

・　毎年安定して多くの学生が履修している。1学期に300人前後（1年で500～600人）が選ぶため、約30

人のクラスが10クラスできる。教員も多く必要になるとともに、性格や勉強スタイルも皆違う様々な学

部の学生に教えることになった。しかし、彼らに適した教材がないのが大きな問題となった。

・　日本語を選択する理由は、なんとなく日本が好き、特に漫画やアニメなどのポップカルチャーに興味

があるからという答えが多い。いずれは日本に留学や仕事で行きたい、だから日常生活に必要な日

本語を習得したいというのが多くの学生の希望。または、英語以外の外国語ができれば就職に有

利と考える学生も多い。

＜「日本語Ⅰ」で使う教材＞

・　従来は『かな入門』『みんなの日本語初級Ⅰ』。

・　「日本語Ⅰ」を選択した学生が続けて「日本語Ⅱ」を選ぶと考え授業を設定したが、実際は「日本語Ⅰ

」を約300人が選んでも、次の学期に「日本語Ⅱ」を選ぶのは30人程度だった。その理由は、教員が

少ないため多くの授業を開けないこと、学生は様々な教養科目をとってみたいと考えていることが

挙げられる。

・　『みんなの日本語Ⅰ』を使っているときは、16週間で半分程度までしか進まない教員が多かった。ひら

がな・カタカナで1か月程度かかること、また宿題や復習をする学生も少ないことから、初級の前半も

終わらず授業が終わってしまうことが多かった。

→この教材は、彼らの現状やニーズと合ってないのではないか。そう考え、2年前から日本語教員達で話

し合い、16週間で終わるような教材を作り始めた。

＜教材開発＞

・6人でスタートし、1～2週間に1回集まり話し合った。すぐ終わるかと思ったが、各教師の考え方が違っ

たこともあり、なかなか進まなかった。例えば、教師によって作るモデル会話の難しさが違ったりし

て、内容や質を統一させることは難しかった。



初中等日本語教育スタンダード及び高等教育との連携
－『できるモン』教材分析と課題（初中等教育）及び

教養科目としての日本語教育スタンダード（高等教育）－

48

・　トピックとCan-doから考え始め、1年間で12課作った。

・　昨年～今年にかけて3クラスで実験的に使ってみて、修正を加え、今に至る。

・　16週のうち4週はひらがな・カタカナの勉強にあて、残りの12週をトピックシラバスにした。身近な内容

にするため、自己紹介、私の一日、休みの日、学校の生活等のトピックを設定した。授業は一週間

に3コマあるため、一つのトピックをさらに3課に分け、1週間で1トピックが終わるようにした。

・　教科書の主人公としてMUISの学生二人と日本人留学生二人を作り、ストーリー風にした。

・　レベルはA1やN5レベルを目指している。

＜教科書の構成＞

・　Cando→聞く練習（会話：吹き込み作業は未了）→会話の中の文法・語彙説明→文法練習→読む練

習（3課で一つ）→ミニ作文→ミニ作文の発表やペア活動→自己評価

・　4技能を取り入れた構成になるように考えた。

・　漢字は授業では取り扱わず、宿題でできるように、書き順や書き練習欄を設けている。

・　教材の特徴

① この授業で何ができるようになるかということをCan-doで表現した。

② 大学生向けのため、基礎的な言語の知識や技能をある程度伸ばすことを目標にしている。

③ 学習者が自己評価できるように導く。

・　実際に使ってわかった問題

① 1課は90分では間に合わないことが多い。特に書き始めると時間がかかり、自己評価まで終わら

ない。残った部分を次の授業でやるのか・テストにするのか。

② 自己評価も難しい。他の先生方もおっしゃっている通り、モンゴル人学生は何でも高く評価する

傾向がある。今は3課に1回自己評価をするが、もう少し細かくしたほうがいいか、ルーブリックを

作ったほうがいいか。

③ 読み物は3課に一つだが、もう少し増やしたほうがいいか。

＜『できるモン』との比較＞

・　「導入」：

 『できるモン』は子供向けで、また時間に縛られずゆっくり進めるので、「導入」に時間を多くとれモチ

ベーションを高めることができる点がいい。開発中教材は、Can-doがあり写真を見て少し考えるが、

それほど時間がとれない。

・　「聞く練習」：

 『できるモン』は量や種類が多い。開発中教材はやはりそれほど時間がとれないので、モデル会話

を聞かせある程度理解できるようになることを目指している。

・　「文法」：

 『できるモン』は生徒が自分達で考えるようになっている。開発中教材は説明が多い。

・　「話す練習」：

 『できるモン』は種類や量が多い。開発中教材は、合理性を重視し、「話す練習」をすぐにはせず、「

書く練習」「読む練習」を終えた最後に入れている。

・　大学は90分で1課を終わらせなければならないので、漢字や読み物にもあまり時間を割けない。『で

きるモン』のように練習を増やしたいが、現在でも時間が間に合わず飛ばしてしまうことも多い。よっ

て、今後は教師用マニュアルや問題集を別に作り、問題集は宿題として出したほうがいいのではと

も考えている。
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＜課題＞

・　時間数が少なく、大学上層部の理解もなかなか得られない中で、満足いくものを作るのは難しい。

・　十分にその他の教科書研究ができていないまま、必要性に迫られて教科書作成を始めたので、今後

もっといろいろな研究が必要。

・　予算も限られているので、イラストやデザインにお金をかけられない。できる限り工夫してはいるが、単

純なものになってしまっているかもしれない。

・　学生間のレベル差も問題。ある程度勉強が進んでいる学生への対応は教員によって様々で、一定期

間授業に出なくていいとする教員もいれば、調整ができないまま進める教員もいるため、対応を話

し合う必要がある。

・　とりあえず作成した教材を現在も試行錯誤しながら修正している最中。メンバーが皆モンゴル人のた

め、会話の内容が不自然になり、日本人の先生に協力していただいて直すことも多い。そうするとそ

れに関連する部分もさらに直す必要があり、作業がどんどん遅れている。しかし、内容、構成、デザ

イン等もっと改善していきたい。日本文化に関する情報ももっと入れたい。

・　作成メンバーだけでなく、他の先生方にも見せ、評価したりアドバイスをいただけたりすると嬉しい。

・　教師用のマニュアル、問題集などが作れたらもっといい。

・　これが完成したら、その続きである「日本語Ⅱ」用の教材も作っていきたいと思う。

質疑応答

Q1.　 八尾 由希子先生（名古屋大学日本法教育研究センター）

　カリキュラム編成が変わって大慌ての中でこのような教材を作ったのはすばらしいと思います。これを作

るにあたって目標としたのはA1/N5レベルとのことですが、先生方の間で、このコースを履修した学

生にこうなってほしい、こんな状況に対応できるようになってほしい、という共通認識はありましたか。

A1.　Ts.デルゲレフツェツェグ先生

　十分な内容とは言えませんが、文法や漢字についてはN5相当分をすべて入れるように努力はしまし

た。N4も少し入っています。しかしそれだけを目標にしてはおらず、「何ができるようになるか」を大

切にし、A1レベルの「自分に身近なことが話せるようなる」ことを目指し、Can-doを設定しました。


